
施　主：横浜市港湾局
工事名：みなとみらい歩行者デッキ
　　　　（仮称）整備工事
施　工：（株）加藤組
商　品：ＥＤＯ-ＥＰＳ工法
　　　　約１,８０７ｍ３

　「横浜みなとみらい２１」は、いま
や港町横浜の一大観光名所となって
いる新都心地区です。この地に今冬
新たに整備されたのが、ランドマー
クタワーやパシフィコ横浜などが立
地する「中央地区」と赤レンガ倉庫
やカップヌードルミュージアムなど
のある「新港地区」を海岸沿いで結
ぶ新しい歩行者デッキ「女神橋」です。

　両地区間の往来に際してこれまで
は中心軸となる「国際大通り」が主
な移動ルートとなっていて、水辺の
観光名所を散策しながら行き来する
のには若干の不便を伴っていました。
そこに女神橋が新設されたことで地
域全体がより一体となり、さらに同
時進行的に整備が進められた「ハン
マーヘッドデッキ」や「キングモー
ル橋」など他の施設との連携により、
地域全体の回遊の魅力が格段にアッ

プしました。

　この女神橋は船舶が航行する水路

を跨いでいる関係から遊歩道との間
には高低差があり、その解消のため
両端は各々延長５０ｍ程のスロープが
設けられてストレスのない散策に配
慮されています。このスロープを施
工する際に用いられているのが、重
量が土砂の１／１００という軽量盛土
材のＥＤＯ-ＥＰＳです。
　ＥＤＯ -ＥＰＳはその軽量さゆえ地盤
条件の悪い場所での盛土構築に適し
ており、その自立性を活かした垂直
壁とすることも容易。施工も人力の
みで迅速に進めることができます。
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ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
西
部
の
チ
ョ
ロ

ン
地
区
は
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
農
産
物
が
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
内
へ
と
流
通
す
る
中
間
地
点
に
位

置
す
る
ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
中
華
街
で
す
。

　

チ
ョ
ロ
ン
は
若
い
人
が
集
ま
る
活
気
が
あ

ふ
れ
る
都
会
、
中
華
街
の
典
型
的
な
古
い
寺

院
、
植
民
地
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
風
住
宅
な
ど

様
々
な
風
情
が
混
ざ
り
、
と
て
も
人
気
の
観

光
地
で
す
。
特
に
旧
暦
の
小
正
月
や
中
秋
節

等
の
行
事
な
ど
季
節
ご
と
の
行
事
で
の
獅
子

舞
や
パ
レ
ー
ド
、
色
と
り
ど
り
の
提
灯
飾
り

の
華
や
か
さ
と
多
様
な
料
理
に
特
色
が
あ
り
、

い
つ
も
賑
や
か
で
す
。

　

ま
た
、
料
理
は
格
式
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
か

ら
露
店
ま
で
多
種
多
様
あ
り
、
特
に
露
店
は

朝
早
く
か
ら
深
夜
ま
で
営
業
し
て
安
価
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
若
者
に
と
て
も

人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
ベ
ト
ナ
ム
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、

二
百
五
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
天
后
廟
」

に
旧
正
月
に
必
ず
参
拝
し
、
健
康
祈
願
を
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
帰
り
に
は
よ
く

「
ミ
ー
ヴ
ィ
ッ
テ
ィ
ー
ム
」
を
食
べ
て
身
体
を

温
め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
風
中

華
料
理
の
、
ア
ヒ
ル
の
モ

モ
揚
げ
入
り
漢
方
ラ
ー
メ

ン
で
す
。

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
訪
れ

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
チ
ョ

ロ
ン
地
区
に
も
足
を
運
ん

で
頂
き
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
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過
去
の
教
訓

　

公
共
交
通
の
安
全
策
は
、
一
朝
一
夕
に
で

き
た
も
の
で
な
く
、
多
く
が
過
去
の
悲
劇
を

教
訓
に
し
て
い
る
。

　

一
九
五
一
年
、
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
京
浜
東

北
線
桜
木
町
駅
付
近
で
、
緩
ん
だ
架
線
と
電

車
の
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
が
絡
み
火
災
が
発
生
し

た
。
乗
務
員
は
事
態
の
収
集
に
忙
殺
さ
れ
て

し
ま
い
、
一
方
で
窓
が
大
き
く
開
か
な
い
型

の
電
車
の
中
で
乗
客
は
誰
も
手
動
ド
ア
コ
ッ

ク
の
存
在
を
知
ら
ず
、
車
外
に
出
ら
れ
な
い

ま
ま
の
死
傷
者
を
多
数
生
む
悲
劇
に
。
国
鉄

で
は
こ
の
事
故
を
教
訓
と
し
て
非
常
用
ド
ア

コ
ッ
ク
の
表
示
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
六
二
年
、
今
度
は
常
磐
線

の
衝
突
脱
線
事
故
で
ド
ア
コ
ッ
ク
を
使
っ
て

外
に
出
た
乗
客
多
数
が
、
反
対
方
向
か
ら
の

電
車
に
跳
ね
ら
れ
る
（
さ
ら
に
そ
の
電
車
も

脱
線
電
車
に
衝
突
し
て
転
覆
）
と
い
う
多
重

事
故
が
発
生
し
た
。
こ
れ
以
降
、
従
来
の
警

報
装
置
を
自
動
停
止
装
置
に
格
上
げ
し
た
り
、

事
故
発
生
時
に
付
近
の
全
車
両
に
停
車
指
示

が
飛
ぶ
防
護
無
線
の
開
発
が
加
速
し
た
。

　

ち
な
み
に
公
共
交
通
で
は
危
険
物
の
持
ち

込
み
が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
か

つ
て
映
画
フ
ィ
ル
ム
や
玩
具
な
ど
様
々
な
製

品
に
素
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
セ
ル
ロ
イ

ド
も
含
ま
れ
て
い
る
。
非
常
に
自
然
発
火
し

や
す
く
搬
送
中
の
フ
ィ
ル
ム
が
よ
く
車
両
火

災
を
起
こ
し
た
た
め
で
、
ほ
と
ん
ど
セ
ル
ロ

イ
ド
製
品
が
流
通
し
て
い
な
い
現
在
で
も
禁

止
物
と
な
っ
て
い
る
。
で
も
ギ
タ
ー
の
ピ
ッ

クI

、
二
個
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
で
す
。

　平成３０年９月、北海道・道央で最
大震度７の地震「北海道胆振東部地
震」が発生。家屋全壊４００棟以上、
土砂崩れ、製鉄所火災、道内全域で
の連鎖的停電（ブラックアウト）な
ど様々な被害をもたらしました。

　この地震では札幌市清田区内でも
液状化や土砂崩れなど多くの被害が
発生しており、このうち高度成長期
に作られた住宅街にある「桂台なか
よし公園」では公園周縁部の山林の
地盤が崩落、その復旧工事が行われ
ることとなりました。

　ここで採用されたのが「大型かご
枠工」と「テラセル擁壁工法」。いず
れも現場打設コンクリートのない法
面保護工法なため養生期間が不要で、

テラセルは搬入時は軽量コ

ンパクトで取扱いが容易であるなど、
工期への要求度の高い災害復旧関連
工事に適した特長を有しています。

　現地地盤は地下水位が高く、排水
性に配慮するため法面の

最下段には割栗石
を詰めた大型かご
枠を設置。また中
段部は施工性とコ
ストの面からテラ
セルを使用し、さ
らに最上段や周縁
部では特殊かご張
り工も用いるなど、

適材適所の工法を駆使し法面復旧を
果たしました。

　清田区内では街区の復旧はひと段
落したものの、個々の箇所ではまだ
途上。一部公園は、春以降の工事開
始となっており、迅速な施工が地域
再建への一助となったことを願って
います。
施　主：北海道札幌市
工事名：桂台なかよし公園
　　　　法面災害復旧工事
施　工：山王建設株式会社
商　品：テラセル擁壁工法
　　　　大型かご枠工
　　　　特殊かご張り工　

１４２ｍ２
７４ｍ２
１１７ｍ２

札 幌 市 清 田 区

展開したテラセル


